
（様式第１号） 記入例１

倫理審査申請書

年 月 日

日本産業衛生学会理事長　殿

所　　　属

職　　　名

申請者名

所属長名

＊受付番号　　第　 号

1 研究課題名

2 研究責任者
　  所属・職位
　  氏名
　  連絡先：住所
　　　　　電話番号
　         e-mail
3 研究組織 (あてはまる□にチェック☑を入れ、必要な記載をしてください)

　　単施設研究（同一企業体内などの研究）
　　単事業所研究
　　同一組織内多事業所研究

　　多施設共同研究（他の企業などとの共同研究）
　　　他施設もしくは参加組織名称（下記に記載しきれない場合は別途資料添付のこと）

4 研究参加者 (あてはまる□にチェック☑を入れ、必要な記載をしてください)
研究代表者（名前・所属・職名・研究における役割）
　　申請者と同じ 　　　申請者以外
研究分担者（名前・所属・職名・研究における役割：下記に記載できない場合は資料添付）

5 研究の概要

6 研究の目的および意義

7 研究の対象、期間、研究で取得するすべての情報とその取得方法
（調査研究では使用する説明文書や質問紙を含む使用書類を全て添付のこと）

8 研究の倫理的課題と対応（対象者に予想される不利益とその対処方法を含む）

9 研究への参加に関する対象者の自由な選択の保証
　（拒否の機会の保証を含む。不服申し立て先および担当者名も明らかにしてください。
　　オプトアウト方式を利用する場合はその理由を記載し、使用する書類を添付のこと。）

10 対象者および労使等関係者への研究に関する説明の実施方法と同意の取得方法
（「3研究組織」で複数施設・事業所が参加する場合は各実施場所での対応方法を含む）

（対象者および労使等関係者からの同意を取得しない場合はその理由）

［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

◯◯に関する△△の影響を明らかにするために、□□に所属する労働者◯人を対象に研究を行う。(役割分担、研究の
手順について図示することが望ましい)

今まで◯◯についてはAのような事実が知られているが、Bのような影響については明らかでない。そこで、◯◯がBにど
のような影響を与えるのか明らかにする。その結果Cのような成果が期待できる。(できるだけ過去の知見について文献
を用いて述べ、研究の必要性を明確にする)

A社の従業員約◯人(複数企業、ある事業所の特定の部署である場合はその詳細を明記)に対して研究参加の説明を行
い、同意したものを対象とする。対象者は◯人を目標とする。◯年◯月より△年△月の間に1)、2)、3)のような情報(取得
予定の情報を詳細に)を◯のような方法で取得する(情報の取得方法はすべての対象者で統一する)。

本研究では運動教室を行うため、転倒などの事故が発生する可能性がある。参加者は保険に加入する他、事故発生の
際は速やかに医療機関受診を促す。調査票記入の際に時間的負担が生じるが、所属と調整し、勤務時間内に調査を行
うことで対応する。

倫理委員会で承認された同意説明文書を用いて説明を行う。その際に、研究参加後も不利益を受けることなくいつでも
同意撤回可能であること、ただし、匿名化後の記録の抹消、同意撤回以前の発表結果は取り消すことができないことも
説明する。同意については十分に考える時間を与え、理解した上で同意を取得する。

安全衛生委員会にて研究の説明を行い、対象者への説明の同意を得る。内容は議事録に保存する

［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

［　　　　　　　　　　　　                                       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

［　　　　　　　　　　　　                                       　　　　　　　　　　　　　　　　　］

［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

印

印



11 情報の匿名化について (あてはまる□にチェック☑を入れ、必要な記載をしてください)
     匿名化は行わない
     匿名化を行う　　　  　   対応表を作成［時期と方法： ]
　　　　　　　　　　　　　　       対応表は作成しない
     該当しない（最初から匿名化すべき情報等を含まない）

12 生体試料あるいは健康情報取得後の取扱方法（人権およびプライバシー保護の方法）

　　（研究終了後の取扱方法）

　　（目的外使用への対応方法）

13 研究成果を公表する方法および対象者への結果の報告方法

14 研究費および利益相反状態の有無

15 緊急連絡先（電話番号など具体的な連絡方法、担当者名など）

16 ホームページでの倫理審査結果公開の可否 (あてはまる□にチェック☑を入れ、必要な記載をしてください)
（公開が原則です。公開時期は審査と事務手続き終了後ですが、正当な理由があれば時期を延期できます。）
　   研  究  者  名 　　可　      不可 理由と公開時期
   　課     題     名 　　可　      不可 理由と公開時期
　   公開用課題名 　　課題名と同じ 　　　　　　　　　　課題名と異なる
　   その他非公開にする内容とその理由・公開時期

内容と理由
公開時期

17 その他（添付書類リスト、簡易審査を希望する場合の理由等。および上記に書ききれなかったことなど）

　注：＊印は記入しないこと

［公開する課題名　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]
[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]

添付書類に含めるもの：説明同意文書、調査票(用いる場合)、情報公開を行う場合その記載内容を記したもの

研究結果は学会、論文などの方法で公表する。対象者から結果についての情報提供依頼があった場合は公表した内
容について報告する。個人から取得した情報については、可能な限り対応する。

研究結果について影響を与える可能性のある箇所からの研究費、必要資材の提供、雇用関係などの利益相反状態に
ついてすべて記載する。

[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]
[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]

研究終了後のデータ及び試料の廃棄時期および廃棄方法について具体的に記載(アンケート用紙はシュレッダーにて廃
棄、等)。終了後もデータを保存する場合はその理由も(論文化に◯年を要することが予測される、等)

企業が保有している過去の健康診断データを匿名化して研究に用いるため、社の掲示板に情報公開の文書を掲示する
ことにて対応する。

情報の管理、保管方法について記載(保管場所に立ち入ることのできる人を制限、解析に用いるコンピューターは外部と
の接続を行わない、等)


